







　　　　　　  Yoshitaka NAKAMURA　　　　 Makoto TAKAHASHI
佐　藤　貴　宣4 ）　　　堀　家　由妃代5 ）
























































































































































4 4 4 4 4
幼児児童生徒一人一人の教
育的ニーズ」を表しているのか，「すべての























































































































































































































































































































１部（1 ～４限）・2部（5 ～ 8限）・3部（9
～ 12限）において，1日4 ～ 6時間の授業が
実施される。平成29年5月現在の在籍生徒数
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